
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
（旧職員・水田伊七章先生揮

毫） 

島定通信 第９３号 

令和 5年 5月 19日 

島原高校定時制教務

部 

 新しい出会いを祝福するかのように晴天に

恵まれ、満開の桜の花びらが舞う中で、緊張し

た面持ちの新入生６名を迎え、4月１０日（月）

に第７５回入学式を挙行しました。 

岩橋校長から新入生の入学許可が宣言され、

本校に新しい仲間が加わりました。 

校長：岩橋 順弘  教頭：田中 浩司  事務長：石橋 明 

１年担任：久住呂 幸磨（保健・体育）・大北 一幸（数学） 

２年担任：牟田 篤史（理科）・一瀬 翔（英語） 

３年担任：坂下 里美（国語・書道）・坂田 康弘（地歴・公民） 

４年担任：林田 成穣（商業・情報）・釣船 明文（国語） 

養護教諭：櫻井 恭子  非常勤講師：原口 里香（家庭） 

事務：福本 直也・泉 美知子  給食補助：中村 昭子 

令和５年度、新学期が始まって１カ月あまりが過ぎました。皆さんは、自分の目標を持って、い

いスタートが切れたでしょうか。１年生は、新たな環境の中で生活することにも少しずつ慣れてき

た頃かもしれません。また、２、３、４年生は新たな学年となって心機一転、学校生活を送ってく

れていると思っています。授業や学校行事、部活動などに前向きに取り組んでいくことが、学校生

活を楽しく過ごすことに繋がってきます。それぞれの人が、自分の目標を達成できるようお互いに

頑張っていきましょう。 

私だけかもしれませんが、最近は手書きでメモすることはあっても、文章や手紙を書くことはほ

とんどなくなりました。もっぱらワープロソフトのお世話になって、文書を作成しています。また、

手紙を書くよりも、メールなどの SNSを利用して連絡を取ることが普通になってきました。 

そのような中で、多くの人が感じていることかも知れませんが、覚えたはずの漢字がなかなか思い

出せないことがあります。入力すれば自動的に漢字に変換してくれることで、覚える作業をしなく

なっているからかもしれません。覚えるということは、頭を使って考えたり、経験したりすること

で自分のものにすることなのだと思います。 

また、文章を作成する時にどの漢字を使えばいいのか分からないことが度々あります。よく悩む

のが、同音異義語や同音異字です。例えば、「みる」という漢字を考えてみると、「見る」「観る」「診

る」「看る」「視る」などがあります。「観る」は、観察や鑑賞する時に、「看る」は看護や看病する

時に使われ漢字です。以前、看護科の先生に、看護師の「看」は手と目を使って患者さんの病状や

気持ちに寄り添って、しっかり看ることだと聞き、確かにそうだなと納得した記憶があります。改

めて、それぞれの漢字が持つ意味を考えることが大切なのだと感じます。 

最近、Chat GPTが話題になっていますが、機器やシステムなどの文明の利器をうまく活用する

ことにより、多くのことが効率的にできるようになります。私たちが生活の中で科学技術の進歩を

享受することは、当然のことだと思います。しかし、そのことによって無意識のうちに考えること

をしなくなることは怖いことだとも感じています。文明の利器を利用することは、その利便性を得

ることができると同時に、あるものを失う危険性を持っているのかもしれません。 

皆さんは、その利用方法についてしっかりと考え、あくまでも便利なツールとしてうまく使いこ

なしていく必要があるでしょう。 

 

校長室から 

『文明の利器』 
校長 岩橋 順弘 



 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５(月) 探究活動①  

８(木) 探究活動②  

１１(日) 全国定通体育大会 

長崎県予選大会 

１３(火) 「長崎っ子の心を見つめる」 

教育週間(～２０) 

１４(水) 交通委員会 

     生活体験作文①、交通委員会 

１５(木) 生活体験作文② 

１６(金) 生活体験作文③ 

１９(月) 探究活動③ 

２２(木) 探究活動④ 

２６(月) 探究活動⑤ 

３０(金) いじめ調査 

３(月) 期末考査(～６) 

１１(火) 卒業予定者三者面談  

１４(金) 薬物乱用防止講話  

交通委員会 

いじめ調査 

１９(水) 球技大会 

２０(木) 終業式 

新入生、在校生、そして教職員で、熊本県

グリーンランドリゾートへ行きました。バス

とフェリーで向かい、ケガなく楽しく過ごし

ました。 

新入生は在校生とゆっくり関わることが

でき、良い思い出ができたと思います。これ

を機に、良好な関係がさらに深まってほしい

ですね。 

講師の先生をお招きして交通安全講話

を開催し、講話と共にＤＶＤ「道路に潜む

危険」を視聴しました。ＤＶＤでは自動

車・自転車・歩行者それぞれの立場から

「身近に潜んでいる危険」について考え

る機会となりました。 

講話では、わき見運転の危険性やなが

ら運転の厳罰化、自転車運転時のヘルメ

ットの努力義務化など近年の事故事例と

その対策などを教えていただきました。 

本校でも交通安全についての研修を継

続的に実施し、交通事故の加害者も被害

者も出さないように取り組んでまいりま

す。 

講師 山口 礼司 様（島原警察署交通課 交通係長） 

 新入生が在校生と初めて顔を合わせました。新入生は

緊張した面持ちで、在校生の待つ会場に入場しました。

その後、生徒会長が歓迎のことばを述べ、新入生代表の

あいさつがありました。続いて、教頭先生のお話のあと

に生徒会役員の紹介があり、ＤＶＤで年間行事の紹介が

ありました。新入生も早く学校生活に慣れて、在校生と

ともに活躍することを期待しています。 

対面式 
４月１１日

（火） 

バスハイク 
４月２１日

（金） 

交通安全講話 ４月２８日

（金） 

今後の予定 


